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はじめに

ヤナギスブタ Blyxa japonica (Miq.) Maxim. ex 
Ascherson et Gürkeは，本州以南の水田，ため池，
水路などに生育するトチカガミ科スブタ属の一
年生の沈水植物である（角野，1994）．東京都
内では葛飾区，八王子市，町田市，国分寺市（本
田ほか，1965，1970；吉山ほか，1967；多摩市
史編集委員会，1993；東京都環境局，2023）で
記録があるが，1997年の町田市の記録を最後
に消滅しており，『東京都レッドデータブック

2023』（https://tokyo-rdb.metro.tokyo.lg.jp/index.
php，2024年 6月 17日確認）では絶滅とされ
ている．
今回，著者らは狭山丘陵にある都立公園にお

いて本種を確認したので報告する．

材料と方法

調査地は，東京都立野山北・六道山公園内の
谷戸に位置し（図 1），かつては稲作が行われ
ていた湿地である．しかし，現在ではその利用
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図1．生育地位置図．
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はなくなり，度重なる大雨の影響で土砂が流入
し，ミヤマシラスゲやミゾソバ，サヤヌカグサ
などの湿生植物が繁茂する状況であった．その
ため，2023年 1月に指定管理者が湿地再生の
取組みとして，土砂の掘削を行っている．その
結果，湛水エリアが確保されている（図 2）．
調査は，2023年 8月に行った．著者の一人（山

下）が，水中に広がっている沈水植物を発見し
た（図 3）．同年 9月に同植物の個体の一部を
根元から採集し，日本の水草図鑑（角野，
1994），浜島（1982）に従い同定を行った．本
調査は都立公園指定管理内の自然環境保全のた
めのモニタリング調査の一環として行われてお
り，採集許可を得ている．採集地点の詳細な情

報については，採集地の攪乱防止の観点から市
町村単位のみの表記にとどめた．

結果と考察

採集した植物体は茎が伸長してよく分枝し
ており，葉は互生で無柄，葉身は線形で葉縁に
は細鋸歯がある．類似種であるセトヤナギスブ
タの種子表面にはいぼ状突起がみられるのに対
し，ヤナギスブタの種子表面は平滑である．採
集した植物体の種子は後者の特徴を有すること
からヤナギスブタであると同定した（図 4，図
5）．本調査地には 1株の生育を確認し，ヤナギ
スブタの他，ミズオオバコ Ottelia alismoides (L.) 

図 2．湿地の様子． 図 3．確認したヤナギスブタ．

図 4．ヤナギスブタの種子． 図 5．ヤナギスブタの花．
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Pers.， ミ ゾ ハ コ ベ Elatine triandra Schk. var. 
pedicellata Krylov，サワトウガラシ Deinostema 
violaceum (Maxim.) T.Yamaz.，オモダカ Sagittaria 
trifolia L. ，コナギMonochoria vaginalis (Burm.f.) 
C.Presl ex Kunth var. plantaginea (Roxb.) Solms，
カ ン ガ レ イ Schoenoplectiella triangulata (Roxb.) 
J.D.Jung et H.K.Choi，フラスコモ類の生育が確
認された．環境省レッドリスト（環境省， 
2020）掲載種はミズオオバコの 1種，東京都レッ
ドデータブック（東京都，2023）掲載種はヤナ
ギスブタ，ミズオオバコ，ミゾハコベ，サワト
ウガラシ，カンガレイの 5種であった．本報告
の証拠標本は，東京都立大学牧野標本館（MAK）
に収蔵した．
今回確認されたヤナギスブタは，土砂の掘削

によって埋土種子が撹拌され，その結果発芽し
たものと考えられる．土壌に含まれる埋土種子
（シートバンク）から水生植物が復活した報告
には，西廣ほか（2006）や森ほか（2016），尾
﨑ほか（2017），伊藤（2019）があり，本報告
からもその重要性が示唆される．一方では，西
廣ほか（2016）によると，消失から 40～ 50年
が経過した種では再生が困難になると報告して
いる．当地の水田は管理放棄されてからおよそ
60年が経過しており，埋土種子の寿命に近かっ
たと推察される．今後は現地を安定した生育地
として維持すると共に，異なる湿地でも掘削に
よる再生作業を行い，埋土種子からの復活およ
び埋土種子の若返りを図っていく．
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（MAK 472239）．
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